
関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
２
月
18
日
・

19
日
の
両
日
、
関
東
森
林
管
理
局
大
会
議

室
に
お
い
て
、
第
60
回
目
と
な
る
森
林
・

林
業
技
術
等
交
流
発
表
会
を
開
催
し
ま
し

た
。本

発
表
会
は
、
各
地
域
の
試
行
的
な
取

組
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
新
た
な
技
術
や
研

究
成
果
等
を
、
多
く
の
関
係
者
が
共
有
す

る
こ
と
に
よ
り
、
国
有
林
野
の
管
理
経
営

や
民
有
林
に
お
け
る
技
術
の
普
及
・
定
着

に
資
す
る
と
と
も
に
、
地
域
林
業
の
再
生

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年

開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

審
査
員
に
は
国
立
研
究
開
発
法
人
森
林

総
合
研
究
所
の
吉
丸
研
究
専
門
員
（
審
査

員
長
）
、
宇
都
宮
大
学
の
谷
本
名
誉
教
授
、

栃
木
県
林
業
振
興
協
会
の
福
田
女
性
部
会

顧
問
を
お
迎
え
し
、
今
年
も
国
有
林
野
職

員
の
み
な
ら
ず
、
県
や
研
究
機
関
の
職
員
、

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
林
業
を
学
ぶ

大
学
生
・
高
校
生
等
か
ら
、
25
課
題
の
発

表
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
赤
谷
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン

タ
ー
が
取
り
組
ん
で
い
る
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
つ
い
て
、
藤
澤
所
長
か
ら
「
地
域

と
つ
な
が
る
国
有
林
～
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
取
組
か
ら
考
え
る
～
」
と
題
し
て
特

別
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

２
日
目
の
午
後
に
は
、
森
林
総
合
研
究

所
育
成
林
施
業
担
当
チ
ー
ム
長
の
宇
都
木

玄
氏
に
よ
る
「
低
コ
ス
ト
再
造
林
に
む
け

て
」
と
題
し
た
特
別
講
演
が
行
わ
れ
、
活

発
な
質
問
に
来
場
者
の
コ
ン
テ
ナ
苗
等
に

関
す
る
関
心
の
高
さ
が
伺
え
ま
し
た
。

特
別
講
演
後
、
吉
丸
審
査
員
長
か
ら
講

評
が
あ
り
、
日
常
の
業
務
や
学
業
等
で
多

忙
の
傍
ら
、
諸
課
題
に
対
し
て
、
情
熱
を

持
っ
て
、
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
、
得
ら

れ
た
成
果
を
ま
と
め
上
げ
た
す
ば
ら
し
い

発
表
が
多
か
っ
た
と
高
い
評
価
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
１
課
題
、
優

秀
賞
８
課
題
が
選
ば
れ
ま
し
た
が
、
特
筆

さ
れ
る
の
は
、
最
優
秀
賞
に
、
群
馬
県
立

勢
多
農
林
高
等
学
校
植
物
バ
イ
オ
研
究
部

の
皆
さ
ん
、
優
秀
賞
に
、
静
岡
県
立
農
林

大
学
校
杉
山
彩
音
さ
ん
、
群
馬
県
立
農
林

大
学
校
鉾
田
智
洋
さ
ん
、
と
学
生
の
皆
さ

ん
の
発
表
が
選
ば
れ
た
こ
と
で
す
。

参
加
者
は
、
２
日
間
で
の
べ
４
７
２
人

と
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

今
回
発
表
い
た
だ
い
た
皆
様
及
び
関
係

者
の
皆
様
に
御
礼
申
し
あ
げ
る
と
と
も
に
、

今
後
も
、
本
発
表
会
を
通
じ
、
林
業
に
携

わ
る
方
々
、
ま
た
、
一
般
の
方
に
も
森
林
・

林
業
へ
の
関
心
が
深
ま
る
こ
と
を
期
待
し
、

新
た
な
技
術
の
開
発
や
研
究
成
果
の
普
及

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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特別講演（宇都木玄氏）
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催
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質問する吉丸審査員長藤澤所長の特別発表

会場勢多農林高等学校の発表


